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京阪電気鉄道株式会社(本社：大阪府枚方市、社長：平川良浩)では、2025 年 10 月（予定）の実施に

向けて、本日国土交通大臣宛に京阪線・大津線旅客運賃の上限変更認可申請を行いました。 

当社は 1910 年の営業開始以来、「安全安心」「快適」「便利」といった価値の根幹を支える鉄軌道事業

を中心とする交通ネットワークを提供しながら、駅を拠点としたまちづくりを推進し、地域をつなぐこ

とで沿線の社会、経済、お客さまの暮らしを支え、地域と共に成長してまいりました。 

鉄軌道事業においては、「安全で安心な旅客輸送サービスの提供」を最大の使命とし、安全かつ安定輸

送に向けた取り組みのほかバリアフリー化の推進といった利便性向上に取り組む一方、業務効率化や構

造改革によるコスト削減に継続的に取り組んでまいりました。また、「プレミアムカー」サービスといっ

た、お客さまのニーズを捉えた新たなサービス提供等増収施策にも積極的に取り組んでおります。その

他、2023 年 4 月より「鉄道駅バリアフリー料金制度」を導入し、ご利用者のみなさまより頂戴した料金

で可動式ホーム柵をはじめバリアフリー設備の整備も加速しているところでございます。 

しかしながら、当社の事業環境は、従来から続く沿線の少子高齢化によるお客さまの減少に加え、コ

ロナ禍を経た新たな生活様式の定着が減収に拍車をかけ、バリアフリー設備の整備はもちろんのこと、

安全・安定輸送に必要不可欠な車両・変電所等への更新投資やその他施設・設備の維持修繕の継続がす

でに困難となってきており、今後ますます厳しい状況となることが想定されます。これらに加え、激甚

化する自然災害への対策やカーボンニュートラルといった今日的な社会課題への対応にも並行して取

り組んでいく必要がございます。さらに、昨今の電気料金や物価の高騰に加えて、専門性を要する鉄軌

道事業人材確保に向けた待遇・職場環境改善も必要であり、人件費や経費も今後増加することが見込ま

れます。このような状況下にあっても鉄軌道事業を安定的・継続的に運営し、公共交通機関としての社

会的責任を果たしていきたいと考えております。 

つきましては、当社の最大限の経営努力の継続を前提として、各種施策を着実に推進し、「安全で安心

な旅客輸送サービスの提供」を行うため、不足する費用の一部についてお客さまにご負担をお願いいた

したく、このたび 1995 年の運賃改定以来 30年ぶり（消費税率変更によるものを除く）となる運賃改定

に向けた申請をいたしました。 

 

なお、「鉄道駅バリアフリー料金制度」による、運賃への鉄道駅バリアフリー料金の加算につきまして

は、今回の運賃改定にあわせ廃止いたします。 

主な申請内容は、以下のとおりです。 

 

1995 年以来 30 年ぶりの京阪線・大津線旅客運賃の改定 

に向けた申請を行いました 



【主な申請内容】 

１．初乗り運賃、改定率・増収率および定期割引率 

 
初乗り運賃 改定率（増収率） 割引率 

京阪線 大津線 普通運賃 通勤定期 通学定期 合計 通勤定期 通学定期 

現行 160 円 170 円 － － － － 39.3％ 80.5％ 

申請 180 円 200 円 
15.5％ 

(12.7％) 

17.5％ 

(14.4％) 

8.8％ 

(7.8％) 

15.8％ 

（13.0％） 
39.0％ 81.8％ 

※京阪線初乗り運賃は鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃の 170 円から実質 10円の改定となります。 

 

（参考）鉄道駅バリアフリー料金の廃止 

  2023 年 4月 1日より京阪線で加算しておりました「鉄道駅バリアフリー料金」は、運賃改定の実

施（2025 年 10 月予定）にあわせ廃止いたします。なお、可動式ホーム柵をはじめとするバリアフリ

ー設備の整備、維持更新は引き続き計画的に実施してまいります。 

 鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃と申請運賃(京阪線初乗り運賃、改定率・増収率) 

 
初乗り運賃 改定率（増収率） 

京阪線 普通運賃 通勤定期 通学定期 合計 

現行 170 円 － － － － 

申請 180 円 
11.7％ 

(9.7％) 

14.4％ 

(11.9％) 

8.8％ 

（7.8％） 

12.4％ 

（10.3％） 

 ※大津線および京阪線通学定期には鉄道駅バリアフリー料金を加算しておりません。 

 

２．その他 

 以下の運賃・料金は変更いたしません。 

  ・中之島線・鴨東線加算運賃 

  ・鋼索線運賃 

・プレミアムカー・ライナー料金 

   

３．お客さまのお問い合わせ先 

 京阪電車お客さまセンター TEL：06-6945-4560（平日 9時～19 時、土休日 9時～17 時） 

 

詳細につきましては別紙をご参照ください。 

以  上 
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１． 鉄軌道事業の概要 

当社は 1910 年の営業開始以来、「安全安心」「快適」「便利」といった価値の根幹を支える鉄軌

道事業を中心とする交通ネットワークを提供しながら、駅を拠点としたまちづくりを推進し、地

域をつなぐことで沿線の社会、経済、お客さまの暮らしを支え、地域と共に成長してまいりまし

た。 

当社の鉄軌道事業は、京阪線（京阪本線、鴨東線、中之島線、交野線、宇治線）、大津線（京津

線、石山坂本線）からなる、営業キロ 90.7km、駅数 87駅の鉄道ネットワークを構築しています。

大阪・京都・滋賀の都市間輸送を担い、通勤・通学アクセスとして、また、大阪・京都やびわ湖

への観光アクセスとして、1日平均約 70 万人のお客さまにご利用いただいております。 

京阪線は、国際観光都市“京都”のなかでも、祇󠄀園や清水寺、平安神宮、伏見稲荷大社など、

人気観光スポットが集積するエリアを走る「京都観光」のメインラインです。より多くのお客さ

まに快適な京都観光をお楽しみいただくため、大阪と京都を結ぶ特急には、2階建て車両（ダブル

デッカー車）を連結した 8000 系車両を運行しています。同車両には、ハイバックタイプのシート

や停車駅案内などを表示する液晶ディスプレイなどを設置しているほか、2017 年 8 月からは、8

両編成の 1両に座席指定の特別車両「プレミアムカー」を導入。「確実に座りたい」「上質な空間

で落ち着いて移動したい」というお客さまの要望にもお応えしております。 

大津線は、京津線と石山坂本線の総称で、大津市民の方の「日常利用」という性格が色濃く、

約 1.0km の併用軌道部分を持つことも特徴でございます。 

  



２．これまでの取り組み 

  営業開始以来、何度も訪れた厳しい経営環境の中、当社は公共交通の使命を果たすべく、安全安

心・安定輸送の提供に加え、お客さまの利便性向上や沿線地域を活性化することによる需要喚起に

も取り組んでまいりました。 

  また、社会的要請の高い段差解消（エレベーター・スロープ設置等）のほか、可動式ホーム柵の

設置やバリアフリートイレ等のバリアフリー設備についても順次整備を進めてまいりました。 

 

（１）安全安心・安定輸送の実現に関する取り組み 

①高架化事業 

京阪線では交通渋滞や踏切事故の解消、線路の両側に発展した市街地の一体化などを目的とし

て、国や地方自治体と協調し、立体交差事業を積極的に進めてまいりました。近年では 1999 年 11

月に京阪本線（寝屋川市内）連続立体交差事業により寝屋川市駅付近を、2011 年 5 月には淀駅付

近立体交差化事業により淀駅付近の高架化を実施いたしました。これにより現在の京阪線の立体

化率は 41％となっております。 

また、現在は京阪本線（寝屋川市駅～枚方市駅間）連続立体交差事業に取り組んでおり、2022

年度より鉄道工事に着手しております。 

 

  ②自然災害対策 

   激甚化する自然災害の被害を最小限にとどめるため、施設の防災・減災対策に積極的に取り組

んでまいりました。鉄道構造物の耐震補強については、耐震省令に基づき順次高架橋の補強及び

橋梁の落橋防止対策を実施しており、高架橋は対象柱 1,406 本のうち 2023 年度末時点で 1,385 本

の補強を完了（進捗率 99％）しているほか、橋梁については全て対応を完了しております。 

また、橋梁の洗掘対策として、大雨に伴う増水時でも河川の流れによって橋脚が傾斜しないよ

う、京阪本線の木津川橋梁および宇治川橋梁（石清水八幡宮駅～淀駅間）の橋脚補強を実施して

おります。 

その他、事故・災害等が発生した場合に速やかに対応できるよう、さまざまな状況を想定し、

警察・消防等関係機関の協力をいただきながら、異常時における対応方について知識・技能の向

上に取り組んでおります。 

 

③車両更新 

2023 年度末時点で鋼索線を除き車両 669 両を保有しており、近年は製造から 50年を超える車

両を中心に、安全性向上やバリアフリー対応、消費電力削減に伴う CO2削減による環境負荷低減に

主眼をおいて開発した 13000 系車両への更新をすすめており、2023 年度末時点で 113 両導入して

おります。先頭構体の前面強度の向上やオフセット衝突対策など車体強度を向上させたほか、事

故や急ブレーキ時における車内での事故防止策として袖仕切りを大型化しました。また、車いす



スペースや液晶式車内案内表示器を設置した他、荷棚の高さを低くするとともに、乗降口の扉端

部と足元にオレンジ色のラインを設けるなど、バリアフリー対応を充実しました。 

その他、製造から 30 年を超える車両の改良も計画的に実施しており、バリアフリー対応やイン

テリアのグレードアップ、車内案内表示器の設置によるサービス向上などを目的にリニューアル

工事を推進しております。 

 

  ④多情報連続式 ATS システム 

多情報連続式 ATS システムでは、レールを速度指示情報の伝送媒体として利用し、列車がその

場所に応じた速度で走行しているかを常にチェックすることで、より高い安全性を確保しており

ます。また、ホームや踏切の非常ボタン、踏切障害物検知装置などと連動させることで、緊急時

の対応機能を高めています。京阪線では、2015 年 12 月に龍谷大前深草駅～出町柳駅間で使用開

始したのち順次区間を拡げ、2021 年 3 月に京阪線全線への導入が完了しています。 

 

（２）サービス改善 

 ①えきから始まるまちづくり（駅および駅周辺の快適性・利便性向上） 

  枚方市は、京阪線のほぼ中央に位置する、人口約 40 万人の中核都市であり、枚方市駅は北部大

阪エリアを代表する一大ターミナルです。この枚方市駅に隣接する社有地の活用については、京

都と大阪を結ぶ京阪本線の中核都市である枚方市の魅力向上につなげるための開発とすべく、さ

まざまな視点での最適化を目指しておりました。そのようななか、枚方市駅の駅前広場を拡張す

るために、市街地再開発事業として社有地を含めた駅前を一体的に開発できないかとの枚方市か

らの申し入れもあり、枚方市の魅力向上を実現するため、再開発事業に協力いたしました。   

2024 年 5月に、駅と一体となる商業、オフィス、ホテル、住宅、行政等の機能を備えた複合施

設の整備を推進し、「ステーションヒル枚方」が竣工いたしました。また、これにあわせ、同施設

に隣接し、玄関口となる枚方市駅の東改札口をリニューアルいたしました。 

  引き続き、駅を単なる乗降場から駅とまちが一体となり、人々が集い新たなコミュニケーショ

ンが生まれる空間へと進化する取り組みを進めてまいります。 

    

  ②バリアフリー化の推進 

   国および地方自治体と協力し、駅の出入口から各ホームまで階段などの段差なく移動できるよ

う、エレベーターまたはスロープの整備を実施しており、1日の平均的な乗降人員 3,000 人以上の

63 駅全てにおいて実質段差解消が完了しております。また、バリアフリーに対応したトイレにつ

いても、手すり付きトイレを京阪線全駅と大津線 7駅に、車いすご利用のお客さまにも利用して

いただけるトイレも京阪線 58駅、大津線 6駅に設置しております。 

   可動式ホーム柵については、2022 年 1 月および 2月に京橋駅 1・2番線に初めて設置し、その後

2024 年 2月および 3月に枚方市駅 3・4番線、2024 年度には守口市駅・萱島駅の 2・3番線への設



置を予定しており、今後も計画的に整備を進めてまいります。 

  その他ソフト面の対応として、乗務員、駅係員に対しユニバーサルマナーの実践に必要な「マ

インド」と「アクション」を学び身につけるための「ユニバーサルマナー検定（鉄道）」の資格取

得を推進しており、2023 年度末時点で約 260 名の社員が取得しております。 

 

③お客さまへの迅速かつ的確な情報提供の実施 

  ダイヤ乱れなどの異常時におけるお客さまへの情報提供を充実させるため、2017 年度に京阪線

全駅に旅客案内ディスプレイの設置を完了しております。異常時には視覚的に列車の運行情報等

を速やかに多言語で提供しているほか、平常時には沿線観光案内やマナー啓発等も実施し、案内

サービスの充実にも取り組んでおります。 

  また、2021 年 9 月からは、京阪線を走行する全営業列車の走行位置や遅延情報等をホームペー

ジでご覧いただけるサービスを開始しており、京阪線において遅延や運転見合わせが発生した際

にも、列車走行位置や遅延情報等、最新の運行情報を常にお客さまのスマートフォンやタブレッ

ト、パソコンでご確認いただける環境を整備しております。 

 

④QR 乗車券の導入 

2024 年 6月より、「スルッと KANSAI 協議会」が提供する QR コード（※１）を活用したデジタル

乗車券「スルッと QRtto（スルッとクルット）（※２）」のサービスを開始しております。これによ

り、乗車券を WEB 上にてキャッシュレスで購入しご利用いただける環境が整い、シームレスな鉄

道利用体験が実現し、お客さまの利便性向上に取り組んでおります。 

  ※１「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

  ※２「スルッと QRtto」は株式会社スルッと KANSAI の登録商標です。 

  



３．経営合理化の状況および今後の取り組み 

  お客さまの利便性向上や沿線地域の活性化に取り組む一方で、前回運賃改定を実施した 1995 年

度以降、総旅客数が約３割減少する厳しい経営環境の中でも運賃水準を維持し、事業を継続するた

め、以下のような取り組みを実施してまいりました。 

 

(１) 鉄軌道事業運営の省力化、コスト削減 

2002 年 11 月の京津線におけるワンマン運転実施をはじめ、2003 年 10 月に石山坂本線、2007 年

9 月に交野線、2013 年 6月に宇治線においても、それぞれワンマン運転を実施しており、現在は

営業キロの約 4割、36.1km がワンマン運転区間になっております。 

また、業務合理化として駅係員の配置の見直しを実施してまいりました。現在は全 87 駅のうち

約 4割にあたる 36駅にて終日無配置となっておりますが、一方で、無配置駅でも遠隔地から係員

対応が可能となる「他駅サポートシステム」を 2010 年から京阪線にて順次導入し、2015 年に京阪

線全駅に拡大いたしました。また、介助を必要とするお客さまへの対応として、サポートセンタ

ーにて申し込みを受けた後、ご利用駅の管轄駅から駅係員を向かわせることとしているほか、定

期的にご利用になるお客さまには、予め駅係員を派遣する体制を構築しており、駅のサービスレ

ベルを落とすことなく、お客さまにご利用いただけるように努めております。 

車両や鉄道施設の整備においても、これまで安全安心・安定輸送の提供を基盤としつつ、スリ

ムな業務運営体制を構築するとともに、機械化による省人化や効率的な検査・修繕を実施してま

いりました。 

   これらの取り組みのほか、所要人員の削減や一部業務の外部移管、希望退職や各種人事制度の

見直し等を継続的に実施した効果により、現在の鉄軌道事業従事員は前回運賃改定を実施した

1995 年と比較して約 1,000 人削減、当時の約 6割の水準となっており、鉄軌道事業営業費も年間

約 91億円減少しております。  

 

   (２) コロナ禍における取り組み 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた 2020 年度から 2022 年度は、鉄軌道事業存

続のための緊急的なコスト削減対応として、運転保安に係る設備投資、修繕費を除き、優先度や

実施時期を見極めたうえで設備投資や修繕費を大きく抑制したほか、賞与削減などによる人件費

の抑制に取り組みました。また、新たな生活様式の定着により、コロナ禍前の旅客数に回復する

ことが見込めない状況を踏まえた構造改革にいち早く着手し、輸送需要に見合ったダイヤや車両

運用、駅務機器の設置台数削減、各鉄道施設・設備のメンテナンスコスト削減といった施策を実

施いたしました。 

  

 （３）今後の取り組み 

   少子高齢化・人口減少に伴い、将来の鉄軌道事業を担う人手不足が予測される中にあっても、



「安全で安心な旅客輸送サービス」を着実に提供していくべく、デジタルテクノロジーの活用に

より、業務の効率化・合理化を図ってまいります。 

現在京津線・石山坂本線・交野線・宇治線で実施しているワンマン運転について、2025 年秋を

予定として、京阪本線・中之島線の一部区間に拡大すべく検討を進めております。 

また、京阪線を 5つの管理区域に分割し、各管理区域に１駅ずつ設置した管理駅から複数の被

管理駅を遠隔監視・制御している「他駅サポートシステム」について、2025 年度から 2027 年度に

かけ分散している管理駅機能を集約・一元化することにより、さらなる効率化を図ってまいりま

す。 

鉄道輸送の安全性を確保する上で欠かせない日常的な点検業務については、デジタルテクノロ

ジーを活用した将来の状態基準保全(CBM)に向けた実証実験等に取り組んでいます。今後監視対象

機器を拡大し、各種装置のデータを取得・解析することで、少子高齢化・人口減少による労働力

不足に備えた効率的なメンテナンス体制の構築を目指すとともに、機器の劣化・寿命や故障予測

を行うことで、品質の向上に努め、安全性の向上につなげてまいります。その他、施設点検にお

いてドローンやセンサを活用し、橋梁や高架下等の点検業務の高精度化、災害現場のリアルタイ

ムの映像の配信を、各現場において活用できる環境づくりを進めております。 

  



４． 運賃・料金多様化の推進 

 （１）主な企画商品・おトクなチケット  

当社では、増収に向けた取り組みとして、多くのお客さまに京阪沿線の魅力的なスポットへお

出かけいただけるよう、さまざまなおトクなチケットを発売しております。 

①京阪電車 大阪・京都１日観光チケット 

  京阪線全線、石清水八幡宮参道ケーブルが 1日乗り降り自由となるおトクなチケットで

す。また、京阪沿線の社寺・施設で割引などのおトクな優待をご利用いただけます。 

 

②京阪電車 京都１日観光チケット 

  石清水八幡宮駅〜出町柳駅、宇治線、石清水八幡宮参道ケーブルが 1日乗り降り自由とな

るおトクなチケットです。また、京阪沿線の社寺・施設で割引などのおトクな優待をご利用

いただけます。 

 

③京阪電車 びわ湖１日観光チケット 

  京阪電車大津線全線が 1日乗り降り自由となるおトクなチケットです。また、京阪沿線の

社寺・施設で割引などのおトクな優待をご利用いただけます。 

 

④ひらパーGo!Go!チケット 

  京阪線全線 1日乗り降り自由となるチケットと、ひらかたパーク入園券がセットとなった

おトクなチケットです。ひらかたパーク内店舗での割引などのおトクな優待をご利用いただ

けます。 

 

⑤比叡山延暦寺巡拝 京阪線きっぷ 

京阪線全線、石清水八幡宮参道ケーブルのほか、叡山電車（出町柳駅～八瀬比叡山口駅）

や叡山ケーブル・ロープウェイ、比叡山内シャトルバスが 1日乗り降り自由となるチケット

と、比叡山延暦寺の巡拝がセットとなったおトクなチケットです。また、京阪沿線の社寺・

施設で割引などのおトクな優待をご利用いただけます。 

 

⑥訪日外国人専用きっぷ 

  訪日外国人旅行者向けの企画乗車券「KYOTO-OSAKA SIGHTSEEING PASS 1day・2day」を発売

しています。京都・大阪の観光エリアの周遊に便利な乗車券と、神社仏閣や体験教室など各

種施設で利用できる「オリジナルクーポンブック」がセットになったおトクなチケットで

す。 

 

(２) 「京阪レイルウエイマイレージ」・「京阪電車ポイント還元サービス」 

「京阪レイルウエイマイレージ」は、IC カード「京阪マイレージ PiTaPa カード」で京阪電車 

を利用された場合に、京阪グループ共通ポイント「おけいはんポイント」を進呈するサービス 

です。また、京阪線では区間指定割引が適用されたお客さまに区間指定割引運賃の 10％相当分

のおけいはんポイントを進呈しております。 



  その他、「京阪電車ポイント還元サービス」では、本ポイントサービスに登録した ICOCA で、

対象路線の同一運賃区間を 1 カ月間(1日～末日)に 11 回以上乗車されたお客さまに対して、

11 回目以降の利用に乗車運賃合計額の 10％分をポイント(1ポイント単位の端数は切り捨て)と

して付与いたします。貯まったポイントは翌月 15 日以降に当社の自動券売機、チャージ機でポ

イントをチャージすることで、1ポイント 1円として電車のご利用やお買い物にご使用いただけ

ます。 

  



５．運賃改定の理由 

  当社の事業環境は、従来から続く沿線の少子高齢化によるお客さまの減少に加え、コロナ禍を経

た新たな生活様式の定着が減収に拍車をかけ、バリアフリー設備の整備はもちろんのこと、安全・

安定輸送に必要不可欠な車両・変電所等への更新投資やその他施設・設備の維持修繕の継続がすで

に困難となってきており、今後ますます厳しい状況となることが想定されます。これらに加え、激

甚化する自然災害への対策やカーボンニュートラルといった今日的な社会課題への対応にも並行し

て取り組んでいく必要がございます。さらに、昨今の電気料金や物価の高騰に加えて、専門性を要

する鉄軌道事業人材確保に向けた待遇・職場環境改善も必要であり、人件費や経費も今後増加する

ことが見込まれます。このような状況下にあっても鉄軌道事業を安定的・継続的に運営し、公共交

通機関としての社会的責任を果たしていきたいと考えております。 

これまでも「３．経営合理化の状況および今後の取り組み」に記載のとおり、あらゆる経営合理

化策やコスト削減に努めてまいりましたが、引き続き当社の最大限の経営努力の継続を前提とし

て、各種施策を着実に推進し、「安全で安心な旅客輸送サービスの提供」を行うため、不足する費用

の一部についてお客さまにご負担をお願いいたしたく、このたび 1995 年の運賃改定以来 30 年ぶり

（消費税率変更によるものを除く）となる運賃改定に向けた申請を実施するものでございます。 

今後も当社では、これまで培ってきた「安全安心」「快適」「便利」といった価値の根幹を支える

交通ネットワークを提供しながら、駅を拠点としたまちづくりを推進する企業として、地域と共に

歩み、公共交通事業者としての使命を果たしていく所存でございます。 

  



６．主な申請の内容 

（１）申請日  2024 年 12 月 3日（火） 

（２）改定率・増収率一覧 

（単位：％） 

   改定率 増収率 

定期外 15.5（11.7）  12.7（ 9.7） 

定 期 16.4（13.7） 13.5（11.4） 

 通 勤 17.5（14.4） 14.4（11.9） 

 通 学    8.8（ 8.8）    7.8（ 7.8） 

合 計 15.8（12.4） 13.0（10.3） 

※（ ）は鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃比較 

（３）初乗り運賃(京阪線)  180 円（現行運賃 160 円※鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃 170 円） 

   初乗り運賃(大津線)  200 円（現行運賃 170 円） 

（４）定期運賃平均割引率   通勤 39.0％（現行 39.3％） 

通学 81.8％（現行 80.5％） 

（５）改定予定時期         2025 年 10 月 

 

７．鉄軌道事業収支の実績および推定 

（単位：百万円） 

項目 
2023 年度 

（実績） 

2026 年度～2028 年度 

（３年間平均） 

現行 申請 

収  入 51,524 50,236 56,141 

支  出 49,851 56,397 56,397 

差引損益 1,673 ▲6,160 ▲256 

収 支 率 103.4％ 89.1％ 99.5％ 

  ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合があります。 

  ※支出については、申請上の計算方法で算出しています。 

 

８．運賃収入内訳 

 （単位：百万円） 

項目 

2023 年度 

（実績） 

（鉄道駅バリアフリー料金含む） 

2026 年度～2028 年度 

（３年間平均） 

（推定） 

現行 申請 

定期外 31,185 30,123 33,955 

定 期 15,612 15,311 17,383 

合 計 46,797 45,434 51,338 

  ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合があります。 



９．需要見通し（輸送人員実績および将来推定） 

【実績】 

 （単位：千人） 

項目 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

定期外 145,194 90,480 97,159 115,075 126,856 

定 期 147,113 117,246 121,560 127,953 132,696 

合 計 292,307 207,726 218,719 243,028 259,552 

前年比 － 71.1％ 105.3％ 111.1％ 106.8％ 

 

【将来推定】 

 （単位：千人） 

項目 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 

定期外 127,430 127,440 124,006 123,919 123,156 

定 期 133,037 131,965 130,369 130,227 130,086 

合 計 260,467 259,405 254,375 254,146 253,242 

前年比 100.4％ 99.6％ 98.1％ 99.9％ 99.6％ 

 

１０．設備投資実績・計画 

（１）設備投資実績と計画 

 （単位：億円） 

 2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2027 

年度 

2028 

年度 

実績 実績 実績 実績 実績 計画 計画 計画 計画 計画 

安全 54 87 36 34 60 113 122 118 77 56 

サービス改善 21 31 5 9 35 37 41 35 30 33 

合計 75 118 40 44 95 150 162 154 107 89 

 ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合があります。 

 

（２）主要プロジェクトの内容 

 ①安全に関する投資（2024 年度～2028 年度 合計 486 億円） 

  ・車両の更新・リニューアル（環境配慮型車両への更新等） 

  ・車内防犯カメラの設置 

  ・高架化・連続立体交差化事業（寝屋川市駅～枚方市駅間連続立体交差事業） 

  ・防災対策（耐震補強、洗掘対策等） 

  ・踏切安全対策（踏切安全性向上等） 

  ・老朽化施設・設備の更新（保線機械類、変電所建替、その他設備更新等） 



 ②サービス改善に関する投資（2024 年度～2028 年度 合計 176 億円） 

  ・バリアフリー設備(可動式ホーム柵設置、モニター付インターホン設置、エレベーター更新等） 

・駅設備等の改良（トイレリニューアル、駅照明 LED 化等） 

・お客さま案内の向上（行先表示器更新等） 

・次世代駅務機器導入・更新等 

 

１１．利用者サービス向上策 

（１）安全の確保に向けた投資・修繕 

  ①京阪本線（寝屋川市・枚方市）連続立体交差事業 

   都市計画事業「京阪本線（寝屋川市・枚方市）連続立体交差事業」により、21 箇所の踏切除

去による交通渋滞や踏切事故の解消、香里園駅、光善寺駅、枚方公園駅 3駅の高架化による地

域分断の解消により市街地の一体化を図り、地域の発展に貢献することを目指してまいりま

す。 

 

  ②老朽設備の更新、修繕 

   車両のほか変電所などの老朽化が進んでおり、計画的な更新や修繕を実施してまいります。

車両については、2024 年度から 2026 年度にかけ、環境にも配慮した 13000 系車両を計 67両導

入し、製造から 50年を超える車両との置き換えを順次実施してまいります。 

   

③車内防犯カメラ設置の加速 

   これまでも車両新造やリニューアルに合わせて設置してまいりましたが、車内セキュリティ

強化の観点から整備を加速し、2028 年度までに京阪線全車両に防犯カメラを設置いたします。 

 

  ④防災対策・保安度の向上 

   激甚化する自然災害に備え、高架橋などの耐震補強や橋梁の洗掘対策をはじめとする防災対

策を引き続き進めるほか、さまざまな状況を想定した異常時対応訓練にも取り組んでまいりま

す。また、先端技術を活用した安全性向上のための取り組みとして、ドローンを活用した鉄道

施設検査を行っているほか、将来の状態基準保全（CBM）に向けた車両状態監視システムの実証

実験等を実施しております。 

 

（２）お客さまサービスのさらなる向上 

  ①バリアフリー設備の整備 

   2021 年度の京橋駅１・２番線への可動式ホーム柵設置を皮切りに、2023 年度に枚方市駅３・

４番線、2024 年度に守口市駅および萱島駅の２・３番線、2025 年度に祇󠄀園四条駅１・２番線に

設置いたします。また、2026 年度から 2028 年度までに計８番線での整備を予定しており、計画



的に可動式ホーム柵の整備を進めてまいります。その他、モニター付きインターホンの設置や

エレベーター更新のほか、案内設備の充実などにも取り組んでまいります。 

 

  ②淀屋橋駅リニューアル 

   中央日本土地建物株式会社、京阪ホールディングス株式会社、株式会社みずほ銀行の 3 社が

共同で推進している「淀屋橋駅東地区都市再生事業（以下、「本事業」）」と連携し、淀屋橋駅と

本事業により開発されるビルが接続する地下通路を一体的にリニューアルし、駅コンコースや

周辺エリアへの歩行環境の向上のほか、駅構内の天井、柱、床面などの更新や照明の LED 化な

どを実施してまいります。 

 

③駅・車内環境の継続的な改善 

   駅トイレにつきまして、より快適にご利用いただけるよう引き続きリニューアルを進めるな

ど、駅の環境整備に取り組んでまいります。 

   車両につきましては、製造から 30 年を経過した車両を中心に大規模リニューアルを実施して

おり、ホーム検知装置、戸挟み検知装置を設置するなど車内外の安全性向上を図ったほか、扉

開閉予告灯やドアチャイムの設置、液晶式車内案内表示器への更新などバリアフリーへの対応

を充実するとともに、内装材の取り替えや座席の更新、スタンションポール(握り棒)の増設な

どに加え、老朽化した制御装置などの機器を更新することで、故障に対する予防保全および機

器の保守軽減を図っています。さらに、車内照明や行先表示器に LED を採用し、省エネ化を図

ったうえ、広告用デジタルサイネージを搭載しております。 

   

④乗車券のデジタル化・WEB 化推進によるサービス拡充 

   「スルッと KANSAI 協議会」が提供する、QR コード（※１）を活用したデジタル乗車券「スル

ッと QRtto（スルッとクルット）（※２）」（以下、QR コード乗車券）のサービスを利用し、京阪

線全区間の普通乗車券も QR コード乗車券にて購入いただけるよう商品を拡充いたします。 

   また、定期券購入時の混雑緩和とお客さまの利便性を高めるため、WEB による定期券予約 

サービスについて、2026 年春の導入を目指し検討を進めてまいります。 

※１「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

※２「スルッと QRtto」は株式会社スルッと KANSAI の登録商標です。 

 

（３）社会の要請に応える価値の提供 

①セキュリティ対策・異常時対応の強化 

   駅に防護盾といった防犯装備の配備に加え、警察・消防や自治体と連携した各種訓練の実施

等、防犯・異常時対応の強化に努めてまいります。 

 



  ②ESG/SDGs への取り組み 

   環境への取り組みとして、鉄軌道事業の CO2排出量削減目標（2030 年度に 2013 年度比▲

46%）を掲げ、環境性能に優れた新型車両の導入や駅照明・車内灯・信号機等の LED 化等を継

続して実施してまいります。 

また、高齢のお客さまや障がいのあるお客さまにも快適に鉄道をご利用いただけるよう、駅

係員・乗務員の「ユニバーサルマナー検定」の取得を推進するほか、2025 年 4月 1 日から旅客

運賃の精神障がい者割引を導入することで、精神障がいのある方の社会活動への参加に寄与す

るなど、引き続き社会課題の解決に取り組んでまいります。 

  



（添付資料） 

①普通旅客運賃（大人） 

【京阪線】 

              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請 

上限運賃 

１ ～ ３ １６０ １８０ 

４ ～ ７ ２１０ ２４０ 

 ８ ～１２ ２７０ ３２０ 

１３～１７ ３１０ ３６０ 

１８～２２ ３４０ ４００ 

２３～２８ ３６０ ４２０ 

２９～３４ ３８０ ４４０ 

３５～４０ ４００ ４６０ 

４１～４６ ４１０ ４８０ 

４７～５２ ４２０ ４９０ 

５３～５４ ４３０ ５００ 

【大津線】 

                            （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請 

上限運賃 

１ ～ ５ １７０ ２００ 

 ６ ～１０ ２４０ ２８０ 

１１～１５ ３３０ ３８０ 

鋼索線運賃、中之島線・鴨東線における加算運賃は変更いたしません。 

  



②通勤定期旅客運賃（大人１か月） 

（単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請 

上限運賃 
キロ程 現行運賃 

申請 

上限運賃 

１ ４，１００ ５，１８０ ３４ １４，４００ １６，６８０ 

２ ４，８５０ ５，７２０ ３５ １４，４８０ １６，７１０ 

３ ５，６００ ６，３００ ３６ １４，５７０ １６，７５０ 

４ ６，３５０ ７，６３０ ３７ １４，６６０ １６，８６０ 

５ ６，９７０ ７，９６０ ３８ １４，７４０ １６，９５０ 

６ ７，６００ ８，６８０ ３９ １４，８３０ １７，０６０ 

７ ８，２５０ ９，４３０ ４０ １４，９１０ １７，１４０ 

８ ８，７９０ １０，５６０ ４１ １４，９９０ １７，３４０ 

９ ９，３２０ １１，０４０ ４２ １５，０７０ １７，５５０ 

１０ ９，８７０ １１，６９０ ４３ １５，１６０ １７，７４０ 

１１ １０，２９０ １２，１９０ ４４ １５，２４０ １７，８６０ 

１２ １０，７２０ １２，７１０ ４５ １５，３１０ １７，９１０ 

１３ １１，１４０ １２，９４０ ４６ １５，３８０ １８，０００ 

１４ １１，４６０ １３，３１０ ４７ １５，４４０ １８，０４０ 

１５ １１，７８０ １３，６７０ ４８ １５，５００ １８，０８０ 

１６ １２，１１０ １４，０６０ ４９ １５，５６０ １８，１４０ 

１７ １２，３２０ １４，３００ ５０ １５，６２０ １８，２３０ 

１８ １２，５５０ １４，７６０ ５１ １５，７００ １８，３２０ 

１９ １２，７８０ １５，０２０ ５２ １５，７６０ １８，３８０ 

２０ １２，９３０ １５，２２０ ５３ １５，８２０ １８，４３０ 

２１ １３，０７０ １５，３８０ ５４ １５，８９０ １８，４８０ 

２２ １３，２２０ １５，５５０ ５５ １５，９５０ １８，５９０ 

２３ １３，３３０ １５，６１０ ５６ １６，０１０ １８，７１０ 

２４ １３，４４０ １５，６７０ ５７ １６，０８０ １８，７６０ 

２５ １３，５７０ １５，８３０ ５８ １６，１４０ １８，８５０ 

２６ １３，６９０ １５，９８０ ５９ １６，２１０ １８，９００ 

２７ １３，８００ １６，１００ ６０ １６，２７０ １８，９９０ 

２８ １３，８９０ １６，２００ ６１ １６，３３０ １９，０３０ 

２９ １３，９７０ １６，２４０ ６２ １６，３９０ １９，０７０ 

３０ １４，０６０ １６，２９０ ６３ １６，４７０ １９，１１０ 

３１ １４，１４０ １６，３７０ ６４ １６，５３０ １９，１６０ 

３２ １４，２４０ １６，５００ ６５ １６，５９０ １９，２３０ 

３３ １４，３２０ １６，５８０ ６６ １６，６５０ １９，３１０ 

鋼索線運賃、中之島線・鴨東線における加算運賃は変更いたしません。 



③通学定期旅客運賃（大人１か月） 

（単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請 

上限運賃 
キロ程 現行運賃 

申請 

上限運賃 

１ １，３５０ １，４６０ ３４ ４，４６０ ４，８４０ 

２ １，６３０ １，７６０ ３５ ４，４９０ ４，８５０ 

３ １，８９０ ２，０３０ ３６ ４，５２０ ４，８８０ 

４ ２，１００ ２，２２０ ３７ ４，５５０ ４，９２０ 

５ ２，３２０ ２，４５０ ３８ ４，５８０ ４，９５０ 

６ ２，５３０ ２，６７０ ３９ ４，６１０ ４，９８０ 

７ ２，７００ ２，８５０ ４０ ４，６４０ ５，０１０ 

８ ２，８７０ ３，１６０ ４１ ４，６８０ ５，１００ 

９ ３，０５０ ３，３５０ ４２ ４，７００ ５，１２０ 

１０ ３，１７０ ３，４９０ ４３ ４，７３０ ５，１５０ 

１１ ３，３１０ ３，６４０ ４４ ４，７５０ ５，１８０ 

１２ ３，４３０ ３，７７０ ４５ ４，７７０ ５，２００ 

１３ ３，５１０ ３，８２０ ４６ ４，７９０ ５，２３０ 

１４ ３，６００ ３，９２０ ４７ ４，８１０ ５，２４０ 

１５ ３，６８０ ４，０００ ４８ ４，８３０ ５，２６０ 

１６ ３，７３０ ４，０６０ ４９ ４，８５０ ５，２７０ 

１７ ３，７８０ ４，１００ ５０ ４，８６０ ５，２９０ 

１８ ３，８４０ ４，２００ ５１ ４，８９０ ５，３２０ 

１９ ３，８９０ ４，２６０ ５２ ４，９１０ ５，３４０ 

２０ ３，９４０ ４，３１０ ５３ ４，９３０ ５，３５０ 

２１ ３，９８０ ４，３５０ ５４ ４，９５０ ５，３８０ 

２２ ４，０３０ ４，４１０ ５５ ４，９７０ ５，４１０ 

２３ ４，０７０ ４，４３０ ５６ ４，９８０ ５，４３０ 

２４ ４，１２０ ４，４９０ ５７ ４，９９０ ５，４４０ 

２５ ４，１６０ ４，５３０ ５８ ５，０００ ５，４５０ 

２６ ４，２００ ４，５７０ ５９ ５，０１０ ５，４６０ 

２７ ４，２４０ ４，６１０ ６０ ５，０２０ ５，４７０ 

２８ ４，２７０ ４，６５０ ６１ ５，０３０ ５，４８０ 

２９ ４，３００ ４，６７０ ６２ ５，０４０ ５，４９０ 

３０ ４，３３０ ４，７００ ６３ ５，０５０ ５，５００ 

３１ ４，３８０ ４，７５０ ６４ ５，０６０ ５，５１０ 

３２ ４，４１０ ４，７８０ ６５ ５，０８０ ５，５２０ 

３３ ４，４３０ ４，８００ ６６ ５，０９０ ５，５３０ 

鋼索線運賃、中之島線・鴨東線における加算運賃は変更いたしません。 



【参考】鉄道駅バリアフリー料金加算後現行運賃と申請上限運賃                                 

（大津線および京阪線通学定期には鉄道駅バリアフリー料金を加算しておりません。） 

①普通旅客運賃（大人） 

【京阪線】 

              （単位：キロ、円） 

キロ程 
現行運賃 

(鉄道駅バリアフリー料金加算後) 

申請 

上限運賃 

１ ～ ３ １７０ １８０ 

４ ～ ７ ２２０ ２４０ 

 ８ ～１２ ２８０ ３２０ 

１３～１７ ３２０ ３６０ 

１８～２２ ３５０ ４００ 

２３～２８ ３７０ ４２０ 

２９～３４ ３９０ ４４０ 

３５～４０ ４１０ ４６０ 

４１～４６ ４２０ ４８０ 

４７～５２ ４３０ ４９０ 

５３～５４ ４４０ ５００ 

  



②通勤定期旅客運賃（大人１か月） 

【京阪線】                              （単位：キロ、円） 

キロ程 

現行運賃 

(鉄道駅バリアフリー

料金加算後) 

申請 

上限運賃 
キロ程 

現行運賃 

(鉄道駅バリアフリー

料金加算後) 

申請 

上限運賃 

１ ４，４７０ ５，１８０ ３４ １４，７７０ １６，６８０ 

２ ５，２２０ ５，７２０ ３５ １４，８５０ １６，７１０ 

３ ５，９７０ ６，３００ ３６ １４，９４０ １６，７５０ 

４ ６，７２０ ７，６３０ ３７ １５，０３０ １６，８６０ 

５ ７，３４０ ７，９６０ ３８ １５，１１０ １６，９５０ 

６ ７，９７０ ８，６８０ ３９ １５，２００ １７，０６０ 

７ ８，６２０ ９，４３０ ４０ １５，２８０ １７，１４０ 

８ ９，１６０ １０，５６０ ４１ １５，３６０ １７，３４０ 

９ ９，６９０ １１，０４０ ４２ １５，４４０ １７，５５０ 

１０ １０，２４０ １１，６９０ ４３ １５，５３０ １７，７４０ 

１１ １０，６６０ １２，１９０ ４４ １５，６１０ １７，８６０ 

１２ １１，０９０ １２，７１０ ４５ １５，６８０ １７，９１０ 

１３ １１，５１０ １２，９４０ ４６ １５，７５０ １８，０００ 

１４ １１，８３０ １３，３１０ ４７ １５，８１０ １８，０４０ 

１５ １２，１５０ １３，６７０ ４８ １５，８７０ １８，０８０ 

１６ １２，４８０ １４，０６０ ４９ １５，９３０ １８，１４０ 

１７ １２，６９０ １４，３００ ５０ １５，９９０ １８，２３０ 

１８ １２，９２０ １４，７６０ ５１ １６，０７０ １８，３２０ 

１９ １３，１５０ １５，０２０ ５２ １６，１３０ １８，３８０ 

２０ １３，３００ １５，２２０ ５３ １６，１９０ １８，４３０ 

２１ １３，４４０ １５，３８０ ５４ １６，２６０ １８，４８０ 

２２ １３，５９０ １５，５５０ ５５ １６，３２０ １８，５９０ 

２３ １３，７００ １５，６１０ ５６ １６，３８０ １８，７１０ 

２４ １３，８１０ １５，６７０ ５７ １６，４５０ １８，７６０ 

２５ １３，９４０ １５，８３０ ５８ １６，５１０ １８，８５０ 

２６ １４，０６０ １５，９８０ ５９ １６，５８０ １８，９００ 

２７ １４，１７０ １６，１００ ６０ １６，６４０ １８，９９０ 

２８ １４，２６０ １６，２００ ６１ １６，７００ １９，０３０ 

２９ １４，３４０ １６，２４０ ６２ １６，７６０ １９，０７０ 

３０ １４，４３０ １６，２９０ ６３ １６，８４０ １９，１１０ 

３１ １４，５１０ １６，３７０ ６４ １６，９００ １９，１６０ 

３２ １４，６１０ １６，５００ ６５ １６，９６０ １９，２３０ 

３３ １４，６９０ １６，５８０ ６６ １７，０２０ １９，３１０ 

 



運賃改定の申請について
（補足説明資料）

2024年12月3日

京阪電気鉄道株式会社



申請概要

１

 改定予定時期 2025年10月

 改定率・増収率 改定率：15.8％（鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃からは12.4％）

増収率：13.0％

 初乗り運賃 京阪線180円（現行160円（鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃170円）

大津線200円（現行170円）

 改定率および定期割引率【()内、鉄道駅バリアフリー料金加算後運賃比較】

改定率 定期割引率

普通運賃 通勤定期 通学定期 定期計 合計 通勤定期 通学定期

15.5%
(11.7％)

17.5%
(14.4％)

8.8%
（8.8％）

16.4%
(13.7％)

15.8%
(12.4％)

39.0% 81.8%

※1 京阪線普通運賃は7kmまでの区間の改定率を抑える
※2 通学定期は家計負担に配慮し改定率を通勤定期改定率の半分程度に抑える
※3 2023年4月より京阪線で加算している「鉄道駅バリアフリー料金」は、運賃改定実施に合わせ廃止
※4 鋼索線運賃、中之島線・鴨東線加算運賃、プレミアムカー・ライナー料金は変更しない



事業環境の変化

２

■当社沿線の生産年齢人口の推移 ■輸送人員の推移

従来から続く沿線の少子高齢化により輸送人員は減少傾向。また、コロナ禍を経た新たな生活様式の
定着により輸送人員はコロナ禍前水準には回復しない

激甚化する自然災害への対策、カーボンニュートラルといった社会課題への対応が必要
物価高騰による経費増加のほか、専門的な技術を必要とする鉄軌道事業人材確保に向けた待遇・職

場環境の改善への対応が必要



これまでの主な取り組み（安全安心・安定輸送の実現）

3

■自然災害、安全安心対策

■車両更新

■立体化の推進

・国や自治体と連携し、積極的に推進
→現在の京阪線の立体化率は約41％

・激甚化する各種自然災害への対策を積極的に実施
・さまざまな状況を想定した異常時対応訓練にも取り組む

橋梁の洗掘対策耐震補強工事

・安全安心な輸送サービス提供のため可動式ホーム柵を設置
→2021年度に京橋駅1・2番線、2023年度に枚方市駅3・4番線

に設置済。2024年度以降も計画的に整備を進める
・多情報連続式自動列車停止装置(ATS)の導入
→2021年に京阪線全線への導入完了

・2023年度末で669両保有する車両の計画的な更新
・バリアフリー対応、環境へ配慮した13000系車両を113両導入
・車いすスペースの設置などバリアフリー対応も促進

寝屋川市駅付近 淀駅付近

可動式ホーム柵の設置 多情報連続式ATSシステム導入

防火防煙シャッターの設置 脱線復旧訓練

13000系車両（左：外観 右：内装）

車いすスペース 液晶型車内案内表示器



これまでの主な取り組み（利用者サービス向上）

４

■駅および駅周辺の快適性・利便性向上 ■迅速かつ的確な情報提供の実施

■QR乗車券の導入

■バリアフリー化の推進
・トイレのバリアフリー化等ハード面の整備のほかユニバー
サルマナー検定取得といったソフト面の取り組みも充実

・ダイヤ乱れなど異常時のお客さまへの情報機提供の充実

・QRコードを活用しキャッシュ
レスで乗車いただけるサービ
スを導入

トイレのバリアフリー化 スロープによる段差解消

エレベーターの設置 「ユニバーサルマナー検定」取得推進

・枚方市駅周辺の再開発事業推進により駅と街が
一体となった複合施設「ステーションヒル枚方」が竣工

ホームページ上で運行情報を確認できるサービスの展開

■プレミアムカーの導入

・座席指定の特別車両
「プレミアムカー」を導入。
上質な移動空間を提供

京阪線全駅に旅客案内ディスプレイ設置

ステーションヒル枚方 リニューアル後の枚方市駅（東口）



これまでの主な取り組み（経営合理化）

５

 省力化・コスト削減に積極的に取り組み、約30年にわたり運賃水準を維持したうえで、安全で安心
な旅客輸送サービスを提供

■鉄軌道事業運営の省力化、生産性向上

ワンマン運転拡大
2002年11月の京津線をはじめ、現在は営業キロの
約4割、36.1㎞の区間でワンマン運転を実施

駅業務効率化
約4割の駅にて駅係員無配置化を推進する一方、遠
隔地から係員対応が可能となる「他駅サポートシステム」
を2015年に京阪線全駅に導入し、駅係員配置駅と同
等のサービス水準を維持

スリムな業務運営体制の構築
安全安心、安定輸送を基盤としつつ、機械化による
省人化や検査周期の見直しなど、効率的な検査・修
繕を実施

■コロナ禍での取り組み（構造改革）

人件費・経費の抑制
鉄軌道事業存続のための緊急的なコスト削減対応
として、運転保安に係る経費を除き、賞与や修繕費
等の人件費・経費削減を実施

需要の変化に対応した運営体制の構築
輸送需要に見合ったダイヤ変更のほか、車両・各種鉄
道施設・設備の削減等によりメンテナンスコストを削減

実施時期 対象路線
ワンマン運転キロ

（累計）

2002年11月 京津線 7.5km

2003年10月 石山坂本線 21.6km

2007年 9月 交野線 28.5km

2013年 6月 宇治線 36.1km

■鉄軌道事業営業費の推移

■ワンマン運転拡大の推移

コロナ禍において、運転保安に係る経費を除き、

一時的に修繕費や人件費を削減



今後の設備投資計画

６

■設備投資推移

■安全に関する投資（2024年度～2028年度）

車両の更新・リニューアル
車内防犯カメラの設置
高架化・連続立体交差化事業
（寝屋川市駅～枚方市駅間連続立体交差事業）
防災対策（耐震補強、洗掘対策等）
踏切安全対策（踏切安全性向上等）
老朽化施設・設備の更新

■サービス改善に関する投資(2024年度～2028年度）

バリアフリー設備（可動式ホーム柵設置等）
駅設備等の改良（トイレリニューアル等）
お客さま案内の向上（行先表示器更新等）
次世代駅務機器導入・更新等

コロナ禍では優先度や

実施時期を見極め抑制

計画実績



７

■京阪本線連続立体交差事業 ■車内防犯カメラ設置の加速

■老朽化設備の更新、修繕

今後の主な取り組み（利用者サービスの向上）

区間 寝屋川市駅～
枚方市駅間

距離 5.5㎞

踏切除去数 21箇所

・踏切除去による交通渋滞や踏切事故の解消や、駅の
高架化による地域分断の解消により市街地の一体化
を図り、地域の発展に貢献

・2028年度までに京阪線全車両に車内防犯カメラを設置

・激甚化する自然災害に備え、高架橋などの耐震補強や橋梁の
洗掘対策を引き続き推進

・環境にも配慮した13000系車両を計67両導入。製造から50
年を超える車両との置き換えを順次実施
・老朽化が進む変電所や保線機械類等を計画的に更新

イメージ

鉄道テロ対応訓練 総合事故復旧訓練

橋梁洗掘対策耐震補強工事

車両更新

変電所 レール削正車

■防災対策・保安度の向上

・様々な異常時対応訓練等のソフト面の取り組みも実施

火災・水害等防災訓練



今後の主な取り組み（利用者サービスの向上）

８

■バリアフリー設備の整備 ■駅・車内環境の継続的な改善
・可動式ホーム柵を計画的に整備
（2028年度末時点で合計18番線を予定）
・京阪線全駅の改札付近にモニター付きインターホン設置

■淀屋橋駅コンコースリニューアル

・「淀屋橋駅東地区都市再生事業」と連携し、2025 
年度に淀屋橋駅コンコースのリニューアルを実施。新築
されるビルとコンコースを一体的に接続することで、乗り
換えや地上部との利用動線を改善し、利便性を向上

■特別な乗車体験の提供

・上質な移動体験のさらなる提供に向け、2025年秋に3000
系プレミアムカーの2両化を実施

コンコースリニューアル（イメージ）

車内の車いすスペースの設置

可動式ホーム柵

トイレリニューアル

モニター付きインターホン
（イメージ）

B1F 淀屋橋広場

■デジタル化・WEB化推進によるサービス拡充

・QRコード乗車券のサービスを京阪線全線に展開。企画
乗車券のほか普通乗車券にも対応

・2026年春を目途にWEBによる定期券予約サービス導
入を検討



９

今後の主な取り組み（経営合理化）

■先端技術を活用した取り組みの推進

監視システムの全体構成イメージ

■他駅サポートシステム拠点集約・一元化

・将来の状態基準保全(CBM)に向けた実証実験を推進

・2027年度を目途に複数個所に分散している他駅サポート
システム拠点を集約・一元化することでさらなる効率化を推進

・一元化によりお客さまの対応待ち時間の減少といった利便性
向上も同時に実現

■ワンマン運転区間の拡大

・2025年秋を予定として京阪本線・中之島線の一部区
間にてワンマン運転の実施を検討

・橋梁や高所点検時にドローンを活用し、作業安全性の
向上と作業時間短縮による効率化を推進

・センサを活用し橋梁の固有振動数を計測。点検･調査頻
度削減による効率化と健全性把握による安全性向上を
推進

データ送信
モジュール

自立型
振動センサ

トラスの亀裂

ボルトナットの緩み コンクリート柱のクラック



10

安全で安心な旅客輸送サービスの提供継続に向けて

最大限の経営努力の継続を前提として、各種施策を着実に推進し「安全で安心な
旅客輸送サービスの提供」を継続するため、不足する費用の一部についてお客さまに
ご負担をお願いしたく、1995年の運賃改定以来30年ぶりとなる運賃改定に向けた
申請をいたしました。何卒ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

安全安心・安定輸送の実現 サービス改善

・高架化事業
・自然災害対策
・車両等老朽化設備維持、更新

・駅リニューアル
・バリアフリー化推進
・迅速かつ的確な情報提供

社会の要請に応える価値の提供 経営の合理化

・セキュリティ対策・異常時対応の強化
・ESG/SDGsへの取り組み
・精神障がい者割引の導入

・ワンマン運転実施
・駅配置人員見直し
・機械化、DX化による保守業務効率化


